
二
ホ
ー
ル
の
役
割

プ
ル
ヌ
ス
ホ
ー
ル
の

�劇
場

�と
し
て
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
「
地
域

の
芸
術
文
化
に
貢
献
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
演
劇
専

修
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
「
地
域
の
文
化
活
動
の
中
核
を
担
う
人
材

を
育
成
す
る
」
と
い
う
こ
と
と
リ
ン
ク
し
、
日
本
各
地
の
公
共
ホ
ー

ル
の
抱
え
る
問
題
を

意
識
し
て
定
め
ら
れ

た
。
即
ち
、
こ
れ
ま

で
の
公
共
ホ
ー
ル
が
、

地
域
の
芸
術
振
興
と

い
う
視
点
を
持
た
な

い
ま
ま
の
「
貸
し
館
」

や
「
買
い
公
演
」
中

心
の
運
営
が
な
さ
れ

て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

本
来
、
公
共
ホ
ー
ル

は
地
域
の
芸
術
文
化

の
拠
点
で
あ
り
、
地

域
の
芸
術
文
化
の
環

境
に
対
し
て
責
任
を
負
っ
て
然
る
べ
き
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ

の
こ
と
に
気
づ
き
始
め
た
の
は
よ
う
や
く
こ
こ
二
〇
年
の
こ
と
だ
。

プ
ル
ヌ
ス
ホ
ー
ル
は
私
立
大
学
の
施
設
で
は
あ
る
が
、
そ
こ
で
行

な
わ
れ
る
教
育
が
公
共
性
を
持
つ
の
と
同
様
に
、
劇
場
と
し
て
の
精

神
も
利
益
追
求
型
の
民
間
劇
場
で
は
な
く
、
あ
る
べ
き
公
共
ホ
ー
ル

の
姿
を
追
求
し
て
い
る
。
演
劇
専
修
の
教
育
方
針
と
連
動
し
な
が
ら
、

ま
た
、
教
育
活
動
を
通
じ
て
地
域
に
貢
献
し
、
地
域
貢
献
を
通
じ
て

教
育
に
役
立
た
せ
る
と
い
う
循
環
を
意
識
し
な
が
ら
、
そ
の
持
て
る

知
財
、
人
材
を
フ
ル
に
活
用
し
「
創
造
・
育
成
・
鑑
賞
」
と
い
う
三

つ
の
視
点
を
軸
に
し
た
事
業
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
る
。

三
活
用
・
活
動
の
状
況

①
桜
美
林
大
学
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｐ
＝

オ
パ
ッ
プ
）

演
劇
専
修
で
は
、
プ
ル
ヌ
ス
ホ
ー
ル
で
年
五
本
ほ
ど
『
桜
美
林
大

学
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
通
称
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｐ
）
』
と

い
う
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
く
演
劇
・
ダ
ン
ス
公
演
を
実
践
し
て

い
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
演
劇
専
修
生
の
、
い
わ
ゆ
る
発
表
会
レ

ベ
ル
で
は
な
く
、
一
般
の
鑑
賞
に
も
堪
え
う
る
高
い
レ
ベ
ル
の
公
演

を
行
う
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
お
り
、
毎
回
、
坂
口
芳
貞
教
授
、
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プルヌスホール

一
は
じ
め
に

桜
美
林
大
学
に
総
合
文
化
学
科
（
現
・
総
合
文
化
学
群
）
が
開
設

さ
れ
た
の
は
二
〇
〇
〇
年
四
月
、
そ
の
中
に
は
演
劇
専
修
、
音
楽
専

修
、
造
形
デ
ザ
イ
ン
専
修
が
あ
り
、
二
〇
〇
七
年
度
か
ら
は
映
画
専

修
も
加
わ
っ
て
、
現
在
は
四
つ
の
専
修
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
学
科

設
立
三
年
後
の
二
〇
〇
三
年
四
月
、
本
学
プ
ラ
ネ
ッ
ト
淵
野
辺
キ
ャ

ン
パ
ス
（
Ｐ
Ｆ
Ｃ
）
内
の
プ
ル
ヌ
ス
ホ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

プ
ル
ヌ
ス
ホ
ー
ル
は
演
劇
専
修
で
演
劇
・
ダ
ン
ス
を
学
ぶ
学
生
の

実
践
教
育
の
た
め
の

�教
室

�で
あ
る
と
同
時
に
、
演
劇
・
ダ
ン
ス

専
門
の

�劇
場

�と
い
う
二
つ
の
面
を
持
つ
。
客
席
数
は
最
大
約
二

三
〇
席
、
ホ
ー
ル
を
使
用
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
創
造
性
の

刺
激
と

表
現
の
可
能
性
の
拡
大
を
目
的
に
、
段
数
を
状
況
に
応
じ
て

変
え
る

こ
と
の
で
き
る
可
動
式
の
客
席
や
、
ス
タ
ジ
オ
タ
イ
プ
の
舞

台
構
造

を
採
用
。
利
用
者
が
利
用
し
や
す
い
劇
場
と
し
て
、
様
々
な

工
夫
が

凝
ら
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
管
理
・
運
営
は
本
学
の
研

究
所
で

あ
り
劇
場
内
に
部
屋
を
持
つ
「
桜
美
林
大
学
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー

ツ
・
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
」
と
学
生
組
織
の
「
桜
美
林
大
学
劇
場

コ
ミ
ッ
テ
ィ
」
が
協
力
し
て
行
な
っ
て
い
る
。
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●
事
例
紹
介

●

桜
美
林
大
学
プ
ル
ヌ
ス
ホ
ー
ル
の
使
命
と
活
動

井
上
大
輔

（
桜
美
林
大
学
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ツ
･イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
補
助
研
究
員
）

工
藤
治
彦

（
桜
美
林
大
学
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ツ
･イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
補
助
研
究
員
）



を
核
と
し
た
カ
ン
パ
ニ
ー
の
選
定
や
金
銭
的
な
面
も
含
め
た
交
渉
、

受
け
入
れ
を
行
な
っ
て
い
く
こ
と
で
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
践

的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

③
地
域
に
芸
術
を
届
け
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
企
画

「
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ツ
・
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
」
で
は
、

演
劇
専
修
の
ゼ
ミ
と
協
力
し
て
本
学
の
立
地
す
る
東
京
都
町
田
市
・

神
奈
川
県
相
模
原
市
を
主
な
範
囲
と
し
た
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
も
展

開
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
劇
場
に
自
ら
訪
れ
る
こ
と
が
難
し
い
方
や
、

こ
れ
ま
で
芸
術
に
あ
ま
り
触
れ
て
こ
な
か
っ
た
方
の
元
へ
出
向
い
て

芸
術
に
触
れ
て
も
ら
お
う
と
い
う
活
動
で
あ
る
。
大
学
病
院
が
地
域

医
療
の
セ
ン
タ
ー
的
役
割
を
担
う
場
所
で
あ
る
と
し
た
ら
、
大
学
の

劇
場
は
地
域
文
化
の
セ
ン
タ
ー
的
役
割
を
担
う
場
所
で
あ
る
。
大
学

が
保
有
す
る
授
業
や
研
究
な
ど
で
培
わ
れ
た
知
識
や
研
究
成
果
は
、

地
域
に
還
元
さ
れ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
地
域
在
住
の
プ
ロ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
学
生
が
協

力
し
て
作
り
上
げ
る
も
の
や
学
生
自
ら
が
考
案
し
出
演
す
る
も
の
が

あ
り
、
今
ま
で
地
域
の
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
養
護
学
校
、

老
人
ホ
ー
ム
、
身
体
障
害
者
療
護
施
設
な
ど
に
出
向
き
、
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
や
演
劇
公
演
を
行
な
っ
た
。
ま
た
外
に
出
る
ば
か
り
で
な
く
、

プ
ル
ヌ
ス
ホ
ー
ル
の
入
っ
て
い
る
プ
ラ
ネ
ッ
ト
淵
野
辺
キ
ャ
ン
パ
ス

（
Ｐ
Ｆ
Ｃ
）
の
ガ
ラ
ス
張
り
の
ロ
ビ
ー
も
会
場
に
し
て
、
通
り
が
か

り
の
方
に
も
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
工
夫
を
凝
ら
し

て
い
る
。

④
小
学
生
対
象
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
企
画
『
劇
場
で
あ
そ
ぼ
う
』

授
業
関
連
以
外
の
活
用
と
し
て
、
「
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ツ
・

イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
」
が
自
ら
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
事
業
を
二
〇

〇
七
年
か
ら
年
二
本
開
催
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
が
プ
ル
ヌ
ス
ホ
ー

ル
の
立
地
す
る
相
模
原
・
町
田
地
区
の
小
学
四
年
生
か
ら
六
年
生
の

一
六
名
（
公
募
に
よ
る
抽
選
）
を
対
象
と
し
た
『
劇
場
で
あ
そ
ぼ
う
』

と
い
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
企
画
で
あ
る
。
こ
れ
は
参
加
者
が
プ
ロ
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
指
導
で
数
日
間
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
、
最
後
に

ミ
ニ
発
表
を
行
な
う
と
い
う
内
容
で
、
昨
年
は
『
音
と
あ
そ
ぼ
う
』

と
題
し
て
舞
台
音
楽
家
の
タ
ナ
川
ヒ
ロ
子
氏
を
、
今
年
は
『
か
ら
だ

と
あ
そ
ぼ
う
』
と
題
し
て
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
・
ダ
ン
サ
ー
の
伊
藤

キ
ム
氏
を
迎
え
る
。
本
学
学
生
が
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
入
る
こ
と
で
、

学
生
に
対
す
る
実
地
教
育
も
兼
ね
て
い
る
。

⑤
市
民
参
加
企
画
『
群
読
音
楽
劇

銀
河
鉄
道
の
夜
』

も
う
一
つ
の
プ
ル
ヌ
ス
ホ
ー
ル
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
が
、
群
読
音
楽

劇
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
で
あ
る
。
声
と
音
で
綴
る
銀
河
鉄
道
と
い
う
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木
佐

貫
邦

子
准

教
授
、

高
瀬

久
男

准
教
授
、

鐘
下

辰
男
専

任
講

師
と

い
う
錚

々
た
る
本
専
修

講
師

陣
を
は
じ
め
、

第
一

線
の
演
出

家
・

振

付
家
が
指

揮
を
執
り
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
学
生

が
出
演
、
ス
タ
ッ
フ
も
学
生
が
務
め
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
大

き
な

特
徴
の
一
つ
が
、
お
よ
そ
一

～
二

ヶ
月

ほ
ど
の

稽
古

期
間
の
う

ち
約
一

ヶ
月
間
は
上
演
会
場
と
な
る
プ
ル
ヌ
ス
ホ
ー
ル
で

稽
古
を
行

う
と
い
う
点
だ
。
日
本
の
創
作

現
場
に
お
い
て
公
演
会
場
で
一
ヶ
月

稽
古
を
す
る
と
い
っ
た
環

境
は
ほ
と
ん
ど
整

備
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か

し
、
劇
場
を
作

品
創

造
の
場
と
し
て

認
識
し
て
い
る

欧
米
で
は
よ
く

行
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は

先
に
も

述
べ
た
、
劇
場
が
地
域
の
芸
術

環
境
の

責
任
を

負
っ
て
い
る
と
い
う

認
識
と
と
も
に
、
上

質
な
作

品

の
創

造
と
発

信
が
地
域
の
誇
り
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
と
い
う
確

信
が
あ

る
か
ら
で
あ
る
。

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｐ
で
は
こ
れ
ま
で
に
様
々
な
作
品
を
創
っ
て
き
た
が
、
書

き
下
ろ
し
の
新
作
と
し
て
は
、
二
〇
〇
三
年
度
、
二
〇
〇
四
年
度
に

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｐ
＋
青
年
団
合
同
公
演
・
平
田
オ
リ
ザ
作
・
演
出
『
も
う
風

も
吹
か
な
い
』
（
二
〇
〇
四
年

度
は

Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
の

国
際
協
力

五
〇

周

年
記
念
公
演
と
し
て
全
国
八
箇
所
で
公
演
）
を
、
二
〇
〇
七
年
度
に

は
本
専
修
の
非
常
勤
講
師
で
も
あ
る
新
進
気
鋭
の
劇
作
家
の
岡
田
利

規
作
・
演
出
に
よ
る
『
ゴ
ー
ス
ト
・
ユ
ー
ス
』
を
上
演
し
、
演
劇
界

の
話
題
に
も
な
っ
た
。

②
学
生
主
体
に
よ
る

舞
台
芸
術

祭
『

G
A
L
A

O
b
irin
（
ガ
ラ

桜

美
林
）』

演
劇
専
修
で
は
学
生
が
有
志
で
「
桜
美
林
大
学
劇
場
コ
ミ
ッ
テ
ィ
」

と
い
う
団
体
を
組
織
し
、
劇
場
の
管
理
・
運
営
を
自
ら
行
な
っ
て
い

る
。
そ
の
活
動
の
中
で

毎
年
『

G
A
L
A

O
b
irin
』
と
い
う

舞
台
芸

術
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
て
お
り
、
プ
ル
ヌ
ス
ホ
ー
ル
も
そ
の

主
要
な
会
場
と
な
っ
て
招
聘
公
演
や
講
演
会
な
ど
が
催
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
目
的
は
二
つ
、
一
つ
は
地
域
へ
の
芸
術
鑑

賞
機
会
の
提
供
と
舞
台
芸
術
の
振
興
、
も
う
一
つ
は
学
生
の
ア
ー
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
劇
場
運
営
に
関
す
る
実
践
の
場
と
し
て
機
能
す
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
顧
問
を
務
め
る
講
師
陣
の
ア
ド
バ
イ
ス

の
も
と
で
学
生
が
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
企
画
進
行
業
務
の
す
べ
て
を

行
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
、

海
外
で
の
活
動
も

盛
ん
な

ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー

「
コ
ン

ド
ル

ズ
」
、
「

Ｂ
Ａ

Ｔ
Ｉ

Ｋ
」
、
「
ニ

ブ
ロ
ー
ル
」
や
二
〇
〇
七

年
に
は
翌
年
の
岸
田
戯
曲
賞
を
受
賞
し
た
前
田
司
郎
率
い
る
「
五
反

田
団
」
な
ど
を
招
聘
し
て
き
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
若
者
向
け
の
カ
ン

パ
ニ
ー
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
幅
広
い
年
齢
層
、
特
に
家
族
層
へ

の
提
供
も
考
え
「
ジ
ャ
ズ
絵
本
」
や
「
人
形
劇
団
プ
ー
ク
」、「

子
供

の
た
め
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
カ
ン
パ
ニ
ー
」
な
ど
世
代
を
超
え
て
楽

し
め
る
作
品
も
招
聘
し
て
い
る
。
学
生
た
ち
は
、
プ
ル
ヌ
ス
ホ
ー
ル
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新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
こ
の
舞
台
は
、
市
民
と
学
生
と
プ
ロ
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
参
加
す
る
こ
と
を
特
徴
と
し
、
出
演
者
は
桜
美
林
大
学
生
と

一
般
市
民
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
出
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
お
よ
び

脚
本
・
演
出
は
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ツ
・
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト

所
長
の
能
祖
将
夫
准
教
授
が
、
音
楽
監
督
は
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
の

佐
山
雅
弘
氏
が
、
照
明
は
本
学
専
任
講
師
で
あ
る
文
学
座
の
金
英
秀

が
務
め
、
地
域
の
文
化
財
団
な
ど
の
協
力
も
得
て
行
な
う
比
較
的
大

き
な
規
模
の
企
画
で

あ
る
。
参
加
者
の
対

象
年
齢
は
一
三
歳
以

上
で
、
昨
年
は
七
二

才
ま
で
の
八
七
名
が
、

今
年
は
八
一
才
ま
で

の
一
八
一
名
が
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
に
参
加
、

そ
こ
で
選
ば
れ
た
様
々

な
年
齢
構
成
の
二
三

名
＋
二
名
の
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
＋
一
名
の

コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
・

ダ
ン
サ
ー
の
計
二
六

名
が
共
に
五
日
間
の
舞
台
稽
古
を
行
い
、
そ
の
あ
と
三
日
間
四
ス
テ
ー

ジ
の
本
番
を
上
演
す
る
。
一
見
、
短
い
稽
古
時
間
と
思
え
る
か
も
知

れ
な
い
が
、
そ
こ
で
過
ご
す
時
間
に
は
濃
密
な
も
の
が
あ
り
、
舞
台

成
果
の
質
の
高
さ
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
と
評
価
さ
れ
た
。

前
述
の
『
劇
場
で
あ
そ
ぼ
う
』
と
同
様
、
こ
の
企
画
で
は
、
市
民
と

学
生
と
プ
ロ
が
共
に
創
造
活
動
を
行
な
う
こ
と
で
芽
生
え
る
新
た
な

交
流
と
、
地
域
の
芸
術
振
興
を
目
的
と
し
て
い
る
。

四
お
わ
り
に

桜
美
林
大
学
プ
ル
ヌ
ス
ホ
ー
ル
は
、

�大
学
の
、
そ
し
て
地
域
の

教
室
で
あ
り
劇
場

�で
あ
る
。
学
生
も
地
域
住
民
も
、
こ
の
ホ
ー
ル

で
芸
術
に
触
れ
、
芸
術
を
学
び
、
芸
術
を
創
造
す
る
。
そ
う
す
る
こ

と
で
学
生
も
地
域
も
育
っ
て
い
く
。
今
後
も
プ
ル
ヌ
ス
ホ
ー
ル
は
、

そ
ん
な

�場

�を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
く
。
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群読音楽劇「銀河鉄道の夜」2007年上演
写真：福井理文
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